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区
で
七
十
九
名
表
彰

功
労
精
勤
篤
行
者
な
ど
を

菊
花
も
薫
る
文
化
の
日
、
区
で
は
表
彰
規
則
に
も
と
づ
き
、

産
業
技
術
の
改
良
に
功
労
の
あ
っ
た
者
、
健
全
な
市
街
地
づ
く

り
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
、
ま
た
区
を
は
じ
め
各
界
の
永
年
勤

続
者
、
教
育
事
業
、
福
祉
事
業
の
功
労
者
、
人
命
救
助
を
し
た

方
、
永
年
に
わ
た
り
篤
行
を
続
け
た
区
民
な
ど
七
十
九
名
を
表

彰
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て
岡
崎
区
長
か
ら
表
彰
状
な
ら
び
に
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
(
写
真
)
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
と
、
そ
の
事
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(敬
称
略
)

▼
区
職
員
と
し
て
二
十
年
以
上
勤

続
し
地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
―

宇
田
川
巳
吉
、
蓬
田
宗
吉
、
張
ケ

谷
光
三
、
当
麻
欽
司
、
菊
田
清
、

斎
藤
義
雄
、大
久
保
恵
市
、
今
泉

清
、
中
江
清
一
、
清
藤
求
、
丸
橋

弥
作
、
大
谷
孝
平
、
遠
藤
権
次
郎

▼
多
年
消
防
に
尽
力
―
浅
香
松
之

助
、
川
名
源
太
郎

▼
多
年
区
立

学
校
P
T
A
会
長
と
し
て
学
校
教

育
事
業
の
振
興
に
寄
与
―
川
名
徳

治
郎
、
寺
島
栄
次
、
鴨
下
喜
助
、

▼
多
年
区
立
学
校
P
T
A
会
長
と

し
て
学
校
教
育
事
業
の
振
興
に
寄

与
し
、
ま
た
自
己
所
有
地
に
球
技

場
を
設
け
多
年
地
区
住
民
の
利
用

に
供
し
社
会
教
育
に
尽
力
―
茂
出

木
市
蔵

▼
二
十
年
以
上
学
校
児

童
の
保
健
衛
生
に
尽
す
―
荻
原
卯

助
、番
場
黄
菊

▼
二
十
年
以
上

区
立
学
校
等
に
勤
続
し
教
育
に
尽

す
―
羽
田
栄
太
、
泉
川
治
男
、
吉

田
正
次
、
野
口
利
一
、
宇
津
木
伊

弐
、
山
口
孝
、
坂
田
澄
俊
、
中
村

明
、
赤
岡
サ
タ
、
鈴
木
寿
枝
、
安

田
房
子
、
斎
藤
喜
久
子
、
上
原
春

雄
、
白
井
さ
と
、
片
山
玉
子
、
宮

本
貞
子
、
五
十
嵐
よ
し
子
、小
川

璋
三
、
岩
淵
み
よ
、
鈴
木
一
巳
、

鈴
木
貞
治
、
小
堀
と
め
、
増
田
喜

久
子
、
伊
藤
久
子
、
▼
私
立
学
校

に
二
十
年
以
上
勤
続
し
私
学
教
育

に
寄
与
―
中
島
ヒ
デ
、
渡
辺
孔
夫

▼
多
年
方
面
委
員
及
び
民
生
委
員

と
し
て
福
祉
事
業
に
寄
与
―
青
木

伊
三
郎
、
▼
土
地
区
画
整
理
事
業

に
寄
与
―
蒲
原
北
三
谷
土
地
区
画

整
理
組
合
、
大
谷
田
第
二
土
地
区

画
整
理
組
合
、西
新
井
町
土
地
区

画
整
理
組
合
、
▼
多
年
花
卉
そ
菜

等
農
芸
の
普
及
改
良
に
寄
与
―
清

水
初
五
郎
、▼
機
械
類
の
研
究
改

良
に
努
力
し
工
業
の
振
興
に
寄
与

―
上
野
杉
夫
、▼
二
十
年
以
上
公

共
団
体
に
勤
続
し
職
務
に
精
励
―

清
水
キ
ク
ノ
、木
下
勝
治
、
原
田

九
一
、
水
門
早
苗
、
福
島
忠
行
、

小
島
由
枝
、
▼
多
年
工
業
従
業
員

と
し
て
勤
続
し
職
務
に
精
励
―
城

石
寿
雄
、
倉
田
半
之
助
、
藤
沢
虎

吉
、
久
保
田
朝
夫
、
赤
塚
正
一
、

瀬
田
吉
五
郎
、
峰
た
ま
子
、
草
野

利
美
、
宮
田
文
男
、
藁
谷
正
平
、

横
峰
忠
、
大
倉
大
二
、
今
橋
幸
一

長
岡
勝
意
、
新
井
角
次
、
▼
鎖
骨

骨
折
加
療
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
本

年
七
月
二
十
三
日
葛
西
用
水
堀
淵

江
橋
下
流
に
お
い
て
溺
れ
て
い
る

母
子
二
人
を
自
分
を
か
え
り
み
ず

水
中
に
飛
び
込
み
救
助
し
た
―
田

山
暢
男
、
▼
両
親
病
弱
に
し
て
家

業
不
振
を
極
め
て
い
る
と
き
、
中

学
校
卒
業
と
同
時
に
家
業
に
専
念

し
一
家
の
主
柱
と
し
て
孝
養
を
尽

し
異
母
弟
を
育
て
た
―
―
三
浦
加

寿
子
、
▼
多
年
に
わ
た
っ
て
近
所

の
困
窮
者
に
物
心
両
面
の
援
助
を

続
け
た
―
中
島
ア
キ
、
富
嶋
キ
ヨ
。

引
揚
者
国
債
を
担
保
に

年
末
の
援
護
資
金
貸
付

こ
の
国
債
担
保
の
貸
付
は
毎
月

行
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
特
に
次

に
よ
り
年
末
の
貸
付
を
行
な
い
ま

す
か
ら
、
い
ま
国
債
を
持
っ
て
い

る
方
で
ご
希
望
の
方
は
申
請
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
返
還
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
担
保
の
国
債
よ
り
返

還
金
に
充
当
す
る
の
で
返
還
の
請

求
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
日
は
十
一
月
一
日
よ

り
三
十
日
ま
で
で
、
貸
付
予
定
は

十
二
月
十
二
日
以
降
の
予
定
。

貸
付
す
る
金
額
は
国
債
二
万
八

千
円
券
が
一
万
四
千
円
、
二
万
円

券
が
一
万
円
、一
万
五
千
円
券
が

七
千
円
、
七
千
円
券
が
三
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

(受
付
は
民
生
課
福
利
係
)

第12回 足立区産業展及び優秀発明展
と き　11 月25 日～29 日

( 午前9 時～午後5 時　最終日は午前中)
ところ　 都 立 産 業 会 館

( 東京駅下車、都電大手町停留所前)
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新らしい すまいの表示
5カ年計画でわかりやすいところ番地に

わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
番
地

町
名
や
、
番
地
が
わ
か
り
に
く

い
た
め
、
人
を
た
ず
ね
て
家
を
探

し
あ
て
る
の
に
思
わ
ぬ
時
間
を
費

し
た
と
か
、
郵
便
や
電
報
が
遅
く

な
っ
て
、
重
要
な
用
件
が
果
せ
な

か
っ
た
と
か
、
ま
た
は
果
物
や
魚

類
の
小
包
が
遅
く
な
っ
て
折
角
の

厚
意
が
無
駄
に
な
っ
た
な
ど
と
い

う
こ
と
は
、
私
達
が
日
頃
よ
く
経

験
す
る
こ
と
で
す
。

ど
う
し
て
市
街
地
の
と
こ
ろ
番

地
は
、
こ
う
も
わ
か
り
に
く
い
の

で
し
ょ
う
か
、
そ
の
原
因
を
調
べ

て
み
ま
す
と
、
大
体
次
の
二
つ
の

要
素
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

一
、
町
の
区
域
が
入
り
組
ん
で
混

乱
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
番
地
が
混
乱
し
た
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

足
立
区
の
現
状
を
更
に
掘
り
下

げ
て
調
べ
て
み
ま
す
と
、

町
の
区
域
に
つ
い
て
は

(
イ
)
　
町
と
町
の
境
界
が
公
道
や
川

の
よ
う
な
ハ
ッ
キ
リ
し
た
目
標
物

で
区
切
ら
れ
て
な
い
た
め
、
町
の

境
が
入
り
組
ん
で
非
常
に
複
雑
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
の
境
界

が
道
路
で
な
く
、地
所
の
境
で
切

ら
れ
て
い
る
処
も
あ
り
、
甚
し
い

の
は
一
つ
の
建
物
が
両
町
に
ま
た

が
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

(
ロ
)
　
町
の
区
域
が
広
す
ぎ
た
り
、

せ
ま
す
ぎ
た
り
、
ま
た
は
長
す
ぎ

た
り
す
る
の
が
あ
る
。
な
お
数
カ

所
に
飛
地
の
あ
る
町
も
あ
る
。

(
ハ
)
　
幹
線
道
路
や
鉄
道
な
ど
が
新

設
さ
れ
た
た
め
、
町
の
区
域
が
分

断
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
所
も
あ
る
。

(
ニ
)
　
隣
接
の
区
と
の
区
界
調
整
が

大
変
困
難
な
た
め
、不
明
確
の
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。

(
ホ
)
　
ま
ぎ
ら
わ
し
い
類
似
町
名
や

読
み
に
く
い
町
名
な
ど
が
あ
る
。

地
番
に
つ
い
て

(
イ
)
　
昔
の
地
番
の
つ
け
方
は
、町

村
の
全
域
を
も
っ
て
地
番
区
域
と

し
一
連
番
号
を
う
っ
て
い
る
場
合

が
多
か
っ
た
た
め
、
現
在
な
お
数

千
番
台
の
大
き
な
番
地
が
あ
る
。

(
ロ
)
　
耕
地
整
理
や
区
画
整
理
が
行

な
わ
れ
た
た
め
、
地
番
が
新
旧
入

り
乱
れ
る
結
果
と
な
っ
た
り
、
或

は
道
路
が
新
設
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
道
路
の
分
が
欠
番
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

(
ハ
)
　
行
政
区
画
の
変
更
等
に
よ
っ

て
甲
町
の
区
域
が
乙
町
に
編
入
さ

れ
る
場
合
、
欠
番
や
飛
地
番
と
な

っ
て
い
る
。

(
ニ
)
　
土
地
は
地
主
の
自
由
意
志
に

よ
っ
て
分
筆
や
合
筆
が
な
さ
れ
る

の
で
、
そ
の
都
度
地
番
が
動
き
、

欠
番
や
枝
番
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

(
ホ
)
　
一
つ
の
番
地
に
数
十
戸
の
家

が
あ
っ
て
多
く
の
世
帯
が
同
一
番

地
を
使
う
た
め

、
混
乱
し
て
い

る
。
そ
の
上
同
番
地
に
同
姓
同
名

が
あ
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
私
達
の
住
所
は
非

常
に
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
最
近
の
人
口
増
や

土
地
所
有
者
の
細
分
化
に
よ
っ
て

ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
状
態
で
す
の
で
足
立

区
で
は
、
す
で
に
昭
和
三
十
二
年

か
ら
わ
か
り
に
く
い
町
区
域
・
地

番
の
整
理
を
遂
次
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。と
こ
ろ
が
こ
の
度
、
国
の

方
で
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
五
カ
年
計

画
で
全
国
的
に
と
こ
ろ
番
地
の
わ

か
り
に
く
い
市
街
地
を
、
新
ら
し

い
住
居
表
示
の
方
法
で
整
理
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
基
本
法
と
し

て
こ
ん
ど
「
住
居
表
示
に
関
す
る

法
律
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
そ
の
新
ら
し
い
住
居
表
示
の

方
法
の
あ
ら
ま
し
を
簡
単
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
ら
し
い
住
居
の
表
示

番
地
を
や
め
て
ハ
ウ
ス
・
ナ
ン
バ
ー
に

全
国
の
市
街
地
で
は
、
今
ま
で

の
よ
う
に
わ
か
り
に
く
い
住
居
表

示
の
方
法
を
や
め
て
、
家
ご
と
に

住
居
を
表
示
す
る
ハ
ウ
ス
・
ナ
ン

バ
ー
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ハ

ウ
ス
・
ナ
ン
バ
ー
を
つ
け
る

や
り
方
と
し
て
は

一
、
道
路
や
川
で
か
こ
ま
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
を
単
位
と
し
て
番
号
を
つ

け
る
街
区
方
式

二
、
道
路
に
名
前
を
つ
け
て
、
そ

の
道
路
を
基
礎
と
し
て
番
号
を
つ

け
る
道
路
方
式

こ
の
二
つ
の
方
法
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
2
.
の
道
路

方
式
は
京
都
や
札
幌
の
よ
う
に
市

街
地
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
然

と
し
た
と
こ
ろ
に
は
適
し
て
い
ま

す
が
、
東
京
の
よ
う
な
複
雑
な
市

街
地
に
は
1
.
の
街
区
方
式
の
方
が

適
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
東
京
の

二
十
三
区
で
は
街
区
方
式
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
足
立
区

で
も
い
ま
街
区
方
式
を
と
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

街
区
方
式
で
行
な
う
住
居
表
示

の
や
り
方
は
次
の
図
で
示
し
た
よ

う
に
な
り
ま
す
。

街 区方式 による番号のつけ方
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斜線の区域が昭和42年3 月までに居住表示を実施する予定区域です。

住
居
表
示
市
街
地
区
域

国
へ
の
苦
情
は

行
政
苦
情
相
談
協
力
委
員
に

国
民
生
活
に
つ
な
が
り
の
あ
る

国
家
行
政
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
苦
情
や
意
見
を
、
監
察
局
に
代

っ
て
お
き
き
し
、
相
談
協
力
委
員

が
国
へ
取
次
ぎ
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
二
木
曜
日
午
後

一
時
～
四
時
ま
で

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
一

階
相
談
室

担
当
　
行
政
苦
情
相
談
協
力
委

員
　
山
崎
忠
蔵
氏

前
頁
図
表
の
説
明

町
の
区
域
を
道
路
・
河
川
・

水
路
・
鉄
道
な
ど
で
目
で
見
て
わ

か
り
よ
い
も
の
を
境
と
し
て
適
当

な
大
き
さ
に
な
る
べ
く
形
よ
く
区

切
り
そ
の
町
の
中
の
道
路
・
水
路

な
ど
に
囲
ま
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
一

街
区
と
し
て
こ
れ
に
街
区
符
号
を

つ
け
ブ
ロ
ッ
ク
の
周
り
に
は
一
定

の
間
隔
で
基
礎
番
号
を
つ
け
て
お

き
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
建
物
の

出
入
口
が
面
し
て
い
る
基
礎
番
号

を
も
っ
て
住
居
番
号
と
し
ま
す
。

基
礎
番
号
は
あ
ら
か
じ
め
つ
け
ら

れ
た
不
動
の
番
号
で
す
か
ら
建
物

の
新
築
、滅
失
に
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
方
式
で
住
居
表
示
を
す
る

と
、
例
え
ば

石
井
さ
ん
の
場
合
は

足
立
区
○
○
○
(
町
名
)

○
丁
目
五
番
六
号

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

足
立
区
で
は
こ
の
新
ら
し
い
住

居
表
示
を
行
な
う
た
め
の
市
街
地

を
法
律
に
基
い
て
上
の
図
の
よ
う

に
決
め
、
こ
れ
を
五
カ
年
計
画
で

逐
次
整
理
す
る
予
定
で
す
。

新
ら
し
い
町
づ
く
り

そ

の

問

題

点

と
こ
ろ
番
地
に
か
わ
っ
て
新
ら

し
い
住
居
表
示
に
よ
る
町
づ
く
り

を
す
る
に
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
点
を
考
え
あ
わ
せ
て
ゆ
く
の

か
、
そ
の
基
準
の
あ
ら
ま
し
を
ご

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

○
町
の
境
界

道
路
・
河
川
・
水
路
・
鉄
道
な

ど
の
恒
久
的
な
施
設
を
町
の
境
界

と
し
、
建
物
の
真
中
や
、
お
隣
の

塀
を
町
の
境
が
通
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
な
く
し
ま
す
。

○
町
の
形
と
大
き
さ

町
の
形
は
、
な
る
べ
く
凸
凹
を

な
く
し
て
、形
よ
く
ま
と
ま
る
よ

う
に
し
ま
す
。
町
の
大
き
さ
は
、

戸
数
、
地
形
等
の
状
況
を
考
え
あ

わ
せ
て
大
体
同
じ
程
度
の
大
き
さ

に
し
ま
す
。
(
四
万
坪
～
八
万
坪

位
が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
)

○
町
の
名
称

町
名
は
な
る
べ
く
簡
明
な
も
の

と
し
、
歴
史
上
由
緒
あ
る
も
の
、

親
し
み
深
い
も
の
、
読
み
や
す
い

も
の
を
選
び
地
元
の
方
の
意
向
も

う
か
が
っ
て
き
め
ま
す
。

○
丁
目
の
つ
け
方

丁
目
の
配
列
は
都
心
に
近
い
方

を
起
点
と
し
て
放
射
状
に
、
ま
た

は
環
状
式
に
つ
け
て
ゆ
き
、丁
目

の
数
は
一
桁
の
数
に
と
ど
め
ま

す
。

○
街
区
番
号

丁
目
の
つ
け
方
に
な
ら
っ
て
一

定
の
方
向
に
二
桁
以
内
の
数
字
を

つ
け
ま
す
。

○
住
居
番
号

街
区
の
周
囲
に
、
右
ま
わ
り
に

あ
ら
か
じ
め
十
五
米
間
隔
に
番
号
(

基
礎
番
号
)
を
つ
け
て
お
き
、

そ
の
番
号
に
面
し
た
出
入
口
の
あ

る
住
宅
・
商
店
・
事
務
所
・
倉
庫

な
ど
に
住
居
番
号
を
つ
け
ま
す
。

○
表
示
板
の
設
置

新
ら
し
い
住
居
表
示
を
行
な
っ

た
区
域
に
は
、
街
区
の
見
や
す
い

場
所
に
足
立
区
○
○
(町
)丁
目
○

番
と
所
定
の
大
き
さ
の
街
区
番
号

札
を
取
り
つ
け
ま
す
。

○
新
旧
対
照
案
内
図
の
配
布

新
ら
し
い
住
居
表
示
を
明
確
に

す
る
た
め
、新
旧
対
照
案
内
図

を
、
住
居
表
示
を
行
な
っ
た
区
域

の
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

こ

の
よ
う
に
住
居
番
号
に
よ

る
新
ら
し
い
住
居
表
示
制
度
と
、

町
区
域
の
合
理
化
を
今
後
五
カ
年

間
の
予
定
で
足
立
区
の
大
部
分
の

地
域
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
区
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
格
段
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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足立区予算総額
35 億1 千8 百71 万円

都
区
財
政
調
整
決
定
し

第
三
次
追
加
予
算
き
ま
る

昭
和
三
十
七
年
度
第
三
次
追
加
予
算
が
十
月
十
日

の
第
三
回
定
例
区
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
追
加
予
算
は
、本
年
度
の
都
区
財
政
調
整

が
決
定
し
本
区
の
財
政
規
模
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し

た
の
で
、
土
木
事
業
、
教
育
行
政
等
の
建
設
的
経
費

及
び
新
規
事
業
経
費
を
重
点
と
し
各
般
に
わ
た
る
事

務
事
業
の
充
実
を
は
か
り
ま
し
た
。
こ
の
追
加
予
算

額
は
七
億
三
千
六
百
四
十
八
万
余
円
で
、
す
で
に
決

っ
て
い
る
予
算
額
と
合
せ
ま
す
と
、
総
額
三
十
五
億

千
八
百
七
十
一
万
余
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
額
は
前

年
度
最
終
予
算
額
と
比
較
し
ま
す
と
、
八
億
七
千
二

百
八
十
二
万
余
円
上
廻
っ
て
い
ま
す
。

追
加
予
算
の
款
別
計
上
額
は
、

下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
が
、
予

算
化
し
た
主
な
事
項
を
款
別
に
説

明
し
ま
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

区
役
所
費
…
…
職
員
の
増
員
等

に
よ
る
人
件
費
三
六
六
一
万
円
、

戸
籍
謄
抄
本
交
付
の
能
率
化
の
た

め
の
電
子
写
真
複
写
機
(
二
台
)

購
入
費
一
五
六
万
円
等
で
す
。

土
木
費
…
…
公
園
の
施
設
整
備

費
三
九
七
万
円
、
児
童
遊
園
の
施

設
整
備
費
及
び
新
設
費
(
三
カ
所
)

一
二
二
万
円
、
町
会
等
で
公
道

上
に
設
置
し
て
あ
る
防
犯
灯
を
区

に
移
管
予
定
の
約
六
三
〇
〇
基
の

維
持
費
一
八
九
万
円
、
街
路
灯
新

設
費
(
一
四
〇
基
)
二
三
五
万
円

、

町
会
等
で
私
道
に
設
置
の
防
犯
灯

に
対
す
る
助
成
費
八
二
七
万
円

、

道
路
、
橋
梁
、
溝
渠
の
維
持
修
繕

費
五
〇
六
二
万
円

、
路
面
補
修
費
(

一
七
四
〇
〇
平
方
米
)
二
〇
〇

〇
万
円

、
溝
渠
改
修
費
(
一
三
六

〇
米
)
二
六
三
五
万
円
、
溝
渠
浚

渫
費
(
六
〇
〇
〇
立
方
米
)
四
八

〇
万
円

、
第
三
新
田
仮
排
水
場
新

設
費
九
九
万
円
等
で
す
。

教
育
費
…
…
職
員
の
増
員
等
に

よ
る
人
件
費
一
七
九
四
万
円
、小

中
学
生
の
学
用
品
扶
助
費
一
三
一

八
万
円
、
中
学
校
特
別
教
室
備
品

充
実
費
(
二
校
)
九
〇
万
円
、
校

医
等
の
報
酬
改
訂
額
七
七
五
万

円
、小
中
学
生
の
健
康
診
断
検
診

料
及
び
保
健
室
等
の
備
品
充
実
費

一
二
五
万
円
、
小
学
生
の
給
食
扶

助
費
五
四
九
万
円
、日
光
林
間
学

園
の
食
堂
、
給
食
場
、
浴
場
等
の

附
帯
施
設
建
設
費
二
一
〇
七
万

円
、
P
T
A
負
担
軽
減
費
二
二
七

六
万
円
、
校
舎
等
の
維
持
修
繕
費

九
五
六
万
円
、
塵
芥
焼
却
カ
マ
ド

購
入
費
(
二
十
六
校
)
二
六
〇
万

円
、
小
中
学
校
全
校
に
火
災
予
防

用
非
常
ベ
ル
等
の
設
置
費
一
八
二

万
円

、
校
庭
整
備
費
(
十
二
校
)

一
一
四
二
万
円

、
中
学
校
プ
ー
ル

建
設
費
(
江
南
中
)
五
五
三
万
円

、
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
費
(
木
造

六
教
室
、
鉄
筋
十
五
教
室
、特
殊

工
事
費
等
)
二
億
六
四
五
三
万

円
、
校
地
購
入
費
(
二
校
)
六
六

三
六
万
円
、
宮
城
図
書
館
充
実
費

一
三
〇
万
円
、
江
北
橋
際
そ
の
他

の
運
動
場
整
備
費
二
〇
〇
万
円
、

青
年
館
落
成
式
費
及
び
運
営
費
一

五
〇
万
円
等
で
す
。

民
生
事
業
費
…
…
西
新
井
地
区

保
育
園
新
設
費
(
鉄
筋
二
階
建
及

び
敷
地
購
入
費
)
二
三
六
四
万

円
、
簡
易
保
育
所
移
転
改
築
費
(

鉄
筋
二
階
建
)
一
二
一
〇
万
円
等

で
す
。

諸
支
出
金
…
…
特
別
区
区
政
会

館
建
設
費
分
担
金
八
〇
〇
万
円

、

土
地
購
入
費
(
第
十
四
出
張
所
そ

の
他
)
一
四
九
四
万
円
、
事
務
能

率
化
の
た
め
の
機
械
購
入
費
一
四

四
八
万
円

、
「
町
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
」
の
推
進
費
三
五
三
万

円
等
で
す
。

そ
の
他
…
…
体
育
館
屋
根
塗
装

替
そ
の
他
施
設
整
備
費
一
〇
二
万

円
、文
化
会
館
落
成
式
費
及
び
運

営
費
二
九
〇
万
円
等
で
す
。

以
上
の
歳
出
予
算
を
賄
う
歳
入

予
算
と
し
て
は
、区
税
の
税
率
改

訂
及
び
自
然
増
収
の
見
込
額
三
億

六
一
万
円
、特
別
区
競
馬
組
合
益

金
収
入
一
〇
〇
〇
万
円
、校
舎
改

築
に
伴
う
建
物
売
払
代
金
二
一
六

万
円
、国
、都
か
ら
の
交
付
金
、補

助
金
三
億
七
九
二
九
万
円
、前
年

度
繰
越
金
二
五
一
三
万
円
、財
政

調
整
交
付
金
一
七
九
七
万
円
等
を

計
上
し
主
な
財
源
と
し
ま
し
た
。

昭和37年度足立区歳入歳出予算額( 一般会計) ( 昭和37年10月10日現在)

単位千円 単位千円

区
議
会

去
る
十
月
十
六
日
第
三
回
定

例
区
議
会
に
お
い
て
、正
副
議

長
な
ら
び
に
監
査
委
員
、常
任

委
員
長
を
改
選
、次
の
各
氏
が

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

議

長
　
　
　大神
田

貞

英

副
議
長
　
　浅

古

幸

蔵

監
査
委
員
　
中

条

幸

男

常
任
委
員
長

総

務
　
　安

達

正

興

財

政
　
　小

宮

金
之
助

厚

生
　
　森

信

雄

文

教
　
　堀

内

正

経

済
　
　田
ケ
谷

治

助

建

設
　
　白

村

益
治
郎

区
制
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
鈴

木

仲

二


